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昨
年
、
尾
山
台
中
学
校
は
1950
年
（
昭

25
）
の
開
校
以
来
、
創
立
70
周
年
を
迎

え
、
こ
の
春
で
１
３
，
７
８
３
名
の
方
が

卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
今
も
な
お
地

域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
３
名
の
卒
業
生
の

方
に
お
祝
い
と
ご
自
分
の
思
い
出
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

                 sssssssss     sssssssss     sssssssss

 

我
が
尾
山
台
中
学
時
代

１９67
年（
昭
42
）卒
業・16
期
　
増ま

す 

田だ

　
晴は

る 

彦ひ
こ

世
田
谷
の
学
習
院

　

私
の
入
学
は
1964
年（
昭
39
）、東
京
五
輪

の
年
。
校
舎
は
木
造
２
階
建
。
給
食
は

無
し
。
文
武
両
道
の
校
風
。
都
立
高
入
学

率
は
区
内
で
有
数
。
区
内
陸
上
大
会
で
は

６
連
覇
。
越
境
通
学
者
多
数
。
世
間
で
は

『
世
田
谷
の
学
習
院
』と
呼
ば
れ
て
い
た
。

同
期
で
最
初
の
ビ
ン
タ
！

　

暴
力
指
導
で
有
名
な
教
師
が
数
学
を
担

当
。私
が
黒
板
で
の
解
答
を
間
違
え
る
と
、

た
ち
ま
ち
ビ
ン
タ
！
同
時
に
廊
下
に
立
た

さ
れ
、
同
期
の
女
子
に
廊
下
で
見
ら
れ
、

何
と
も
恥
ず
か
し
い
や
ら
。
…
今
の
時
代

な
ら
ば
大
問
題
に
な
る
所
だ
が
。

仲
間
づ
く
り

　

部
活
と
は
別
に
私
が
二
つ
の
サ
ー
ク
ル

を
創
設
。
一
つ
は
山
登
り
の
会
。
男
子
限

定
。
山
好
き
な
先
生
と
度
た
び
登
山
に
出

か
け
て
い
た
。
も
う
一
つ
は
、
季
節
ご
と

の
イ
ベ
ン
ト
・
旅
行
・
遊
び
を
楽
し
む
会
。

カ
ワ
イ
イ
女
子
と
面
白
そ
う
な
男
子
を
集

結
。
常
に
ガ
ヤ
ガ
ヤ
集
ま
っ
て
各
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
た
。
二
つ
の
会
を
創
っ

た
事
に
多
少
優
越
感
に
浸
っ
て
い
た
か

な
？
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
と
は
今
で
も

交
流
あ
り
。

　

運
動
会
・
文
化
祭
・
林
間
学
校
等
々
、

何
で
も
行
事
が
大
好
き
で
、当
時
か
ら『
宴

会
部
長
』
だ
っ
た
か
も
…
…
勉
学
は
イ
マ

イ
チ
？　

青
春
初
期
の
ほ
ろ
苦
く
愉
快
な

中
学
時
代
で
あ
っ
た
。

                 sssssssss     sssssssss     sssssssss

 

母
校
に
エ
ー
ル
送
り
ま
す

 

１９７6
年（
昭
51
）卒
業・25
期
　
山や

ま 

口ぐ
ち

　
裕ひ

ろ 

久ひ
さ

　
『
多
摩
の
辺ほ
と
り

の
わ
が
学ま

な
び
や校

よ　

心
美
し

く
よ
い
か
ら
だ
』
40
数
年
前
に
口
ず
さ
ん

だ
校
歌
。

　

そ
の
頃
は
世
田
谷
の
学
習
院
と
言
わ

れ
、
名
門
校
に
入
学
し
た
誇
り
と
、
勉
強

嫌
い
の
気
持
ち
が
交
錯
。
や
が
て
区
内
に

は
、
沢
山
の
学
習
院
？
が
あ
る
こ
と
も
知

り
苦
笑
。
先
輩
、
後
輩
を
意
識
し
、
親
と

　

祝
尾
山
台
中
学
校

　

 

創
立
70
周
年
！！

会
長
　
早は

や

　
川か

わ

　
道み

ち

　
夫お

等
々
力
囃ば

や

子し

保
存
会
の
歴
史

　

等
々
力
囃
子
は
、
徳
川
三
代
将
軍
家
光

当
時
か
ら
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
云
い
伝
へ

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
分
っ
て
い
る
の

は
、
文
政
年
間
（
1818
～
1830
年
）
の
頃
、
荏

原
郡
大
井
村
の
倉く
ら

本も
と

三さ
ん

五ご

郎ろ
う

の
元
へ
玉
川

村
等
々
力
の
大
世
話
人
で
あ
っ
た
野の

口ぐ
ち

吉き
ち

五ご

郎ろ
う

が
か
よ
い
、
大
変
な
苦
労
の
末
、
伝

受
し
た
も
の
で
す
。
元
は
大
井
囃
子
を
伝

承
し
た
囃
子
で
す
。
そ
の
後
、
明
治
、
大

正
期
に
吉よ
し

村む
ら

吉き
ち

蔵ぞ
う

さ
ん
へ
伝
承
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
に
は
後
に
世
田
谷
区
無
形
民
俗

文
化
財
笛
伝
承
者
指
定
第
一
号
と
な
る
髙た
か

橋は
し

福ふ
く

蔵ぞ
う

さ
ん
へ
と
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
福
蔵
さ
ん
は
大
正
12
年
７
月
、
吉

村
師
匠
に
連
れ
ら
れ
て
八
王
子
八
雲
神
社

祭
礼
に
出
か
け
た
お
り
、
近
在
の
師
匠
株か
ぶ

と
競
演
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
笛
の

技
術
や
品
格
を
認
め
ら
れ
「
等
々
力
に
髙

橋
あ
り
」
と
言
わ
れ
等
々
力
囃
子
が
広
く

世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

若
干
25
歳
の
時
で
す
。
大
正
、
昭
和
、
平

成
４
年
ま
で
の
長
き
に
渡
り
伝
承
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松ま
つ

井い

勝か
つ

夫お

さ
ん

に
伝
承
さ
れ
、
平
成
27
年
か
ら
現
在
ま
で

大お
お

塚つ
か

信の
ぶ

美よ
し

さ
ん
が
師
匠
と
し
て
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

等
々
力
囃
子
の
特
長
と
し
て
は
、
曲
目

の
数
が
多
い
事
で
す
。
普ふ

通つ
う

祭さ
い

礼れ
い

囃ば
や

子し

、

獅し

子し

舞ま
い

囃ば
や

子し

、
舞ま
い

子こ

の
付
く
囃は
や

子し

が
あ
り
、

普
通
祭
礼
囃
子
の
中
に
奥お

く

伝で
ん

と
言
わ
れ
る

も
の
が
14
曲
あ
り
ま
す
。
奥
伝
と
は
奥
義

的
な
、
難
易
度
が
高
く
品
格
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
変
む
ず
か
し
い
曲
で
す
。
更

に
難
し
い
「
宮み
や

昇し
ょ
う

殿で
ん

三さ
ん

下さ

が
り
」
と
言

う
曲
も
あ
り
ま
す
。
奥
伝
の
中
に
「
江
ノ

島
」
と
言
う
曲
が
あ
る
の
で
す
が
、
祭
囃

子
が
大
好
き
と
有
名
な
松
平
出
羽
守
が
あ

る
日
、
麻
布
、
芝
、
渋
谷
、
目
黒
あ
た
り

の
師
匠
連
中
を
招
い
て
月
並
み
に
迎
え
て

演
奏
さ
せ
た
折
、「
囃
子
の
曲
目
に
は
両
国
、

金
沢
、
鎌
倉
な
ど
地
名
が
多
い
が
、
鎌
倉

が
あ
っ
て
な
ぜ
江
ノ
島
が
な
い
」
と
問
わ

れ
た
。「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
も
言
え
ず
「
本

日
は
手
が
揃
い
ま
せ
ん
の
で
次
回
は
ぜ
ひ

お
耳
に
入
れ
ま
す
」
と
帰
っ
た
。
そ
れ
か

ら
毎
晩
集
ま
り
「
江
ノ
島
」
と
い
う
曲
を

作
り
上
げ
た
。
師
匠
連
中
の
苦
肉
の
作
で

あ
り
ま
す
。

 

等
々
力
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

      

移
転
し
ま
し
た

　

待
望
の
玉
川
総
合
支
所
新
庁
舎
・
区
民

会
館
（
玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
）
が
本
年

１
月
12
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、等
々
力
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

は
、
玉
川
総
合
支
所
２
階
㉕
番
、
活
動
フ

ロ
ア
ー
は
２
階
㉘
番
へ
移
転
し
ま
し
た
。

※
住
民
票
や
戸
籍
等
の
窓
口
は
玉
川
総
合

支
所
１
階
で
す
。
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︱
こ
れ
か
ら
の
行
事
︱

◆
た
け
の
こ
掘
り
体
験
　
等
々
力
渓
谷
保
存
会

　
　

４
月
17
日
㈯　

等
々
力
渓
谷
公
園

◆
等
々
力
農
振
会
朝
市

　
　

6
月
26
日
㈯

　
　
　
　
　
　

玉
川
総
合
支
所
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
広
場

の
距
離
を
と
り
反
抗
心
が
芽
生
え
た
頃
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
な
く
、
運
動
中
の
水
分

補
給
が
悪
と
さ
れ
て
い
た
頃
、
部
活
練
習

の
後
に
飲
ん
だ
水
道
の
水
の
お
い
し
さ
。

帰
り
に
立
ち
食
い
う
ど
ん
を
食
べ
顧
問
に

見
つ
か
り
怒
ら
れ
た
こ
と
。
今
と
な
れ
ば

楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

偶
然
に
も
昨
年
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で

古こ

関せ
き

裕ゆ
う

而じ

さ
ん
を
描
い
た
「
エ
ー
ル
」
が

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
お
や
中
の
校
歌
は
、

古
関
裕
而
さ
ん
の
作
曲
で
す
。『
真ま
こ
と
の
道

を
学
ぶ
わ
が
中
学
校　

尾
山
台
』。
時
代

は
変
わ
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
母
校
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

                 sssssssss     sssssssss     sssssssss

 

良
き
思
い
出

 

１９８１
年（
昭
56
）卒
業・30
期
　
秋あ
き 

山や
ま

　
普し
ん 

吾ご

　

尾
山
台
中
学
を
卒
業
し
て
、
40
年
が
経

ち
ま
し
た
。
我
が
子
達
も
尾
山
台
中
学
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
入
学
式

で
久
し
ぶ
り
に
学
校
を
訪
れ
た
時
に
は
、

懐
か
し
さ
を
覚
え
た
も
の
で
す
。
私
が
入

学
し
た
当
時
は
今
よ
り
も
生
徒
数
は
多

く
、
一
学
年
で
６
ク
ラ
ス
ま
で
あ
り
、
二

年
に
進
級
し
た
時
に
は
１
ク
ラ
ス
増
え

７
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
（
私
達
の
学
年

だ
け
で
し
た
が
・
・
・
）。
部
活
動
も
盛

ん
で
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

陸
上
部
や
卓
球
部
等
も
有
り
ま
し
た
。
今

の
体
育
館
が
完
成
し
た
の
も
在
学
中
の
事

　

こ
の
様
に
色
々
な
曲
が
等
々
力
囃
子
に

は
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　

♦　
　

◇

　

等
々
力
囃
子
保
存
会
は
、
土
曜
日
午
後

７
時
か
ら
玉
川
神
社
神
楽
殿
の
楽
屋
で
稽

古
し
て
い
ま
す
。
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
大

切
な
お
囃
子
で
す
。
会
員
の
数
が
減
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
保
存
す
る
事
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
や
っ
て
み
た

い
方
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
連
絡
先

　

早
川　

道
夫
（
090
－
６
１
９
７
－
４
２
４
７
）

　
等
々
力
囃
子
　
主
な
年
間
活
動
行
事

１
月
１
日　

玉
川
神
社
元
旦
奉
納
囃
子

１
月
成
人
の
日
前
日　

世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い

１
月
28
日　

等
々
力
不
動
尊　

初
不
動

２
月
節
分　

等
々
力
不
動
尊　

節
分
会

３
月　
　
　

世
田
谷
区
郷
土
芸
能
大
会

４
月
８
日　

等
々
力
不
動
尊　

花
ま
つ
り

５
月
28
日　

等
々
力
不
動
尊　

青
葉
ま
つ
り

6
月
上
旬
金
土
日　

品
川
荏
原
神
社
櫻
心
会
町
会

９
月
敬
老
の
日
前
土
日　

玉
川
神
社
例
大
祭

10
月
28
日　

等
々
力
不
動
尊　

秋
の
大
祭

11
月　
　
　

玉
川
神
社　

七
五
三

で
し
た
。
一
年
の
冬
に
行
っ
た
河
口
湖
ス

ケ
ー
ト
教
室
、二
年
の
河
口
湖
移
動
教
室
、

三
年
の
京
都
・
奈
良
の
修
学
旅
行
、
新
し

い
体
育
館
で
の
卒
業
式
、
今
は
ど
れ
も
良

き
思
い
出
で
す
。

等々力囃子　1月16日㈯ 玉川区民会館リニューアルオープンイベントにて

玉川小学校 115名
尾山台小学校 92名
九品仏小学校 42名
等々力小学校 110名
玉堤小学校 81名
八幡中学校 71名
尾山台中学校 87名
東深沢中学校 126名

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
２
年
度
に

行
わ
れ
た
各
募
金

額
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

日本赤十字社社資募集

社会福祉協議会会員会費

共　　同　　募　　金

歳末たすけあい募金

485,800 円

643,200 円

691,100 円

716,850 円

(^▽^)

四
月
一
日      

　木
曜
日

n
m

n
m

n
m

n
m

n
m

n
m

n
m

n
m

n
m

n
m

n
m

尾
山
台
灯
交
会 

会
長

尾
山
台
中
学
校
同
窓
会 

副
会
長

尾
山
台
中
学
校
お
や
じ
の
会 

元
会
長


